
 
  

 

 

 

 

 

 

 明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。今年は寅年。おたのしみ会で十

二支の始まりの劇を行ったので、「とらどしだよね」「とらのつぎは、うさぎだよ！」とよく理解して会話

をしています。新しい年を迎え、きりん組で過ごすのも後 3 ヵ月になりました。「もうすぐ、ぞう組さん

だね」と伝えると「えー！」「あと、どのくらい？」「え！あした？」と驚いた様子で聞いてきます。きり

ん組で過ごす時間を大切に、楽しい思い出を作っていきたいと思います。 
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お楽しみ会にご参加いただき、ありがとうございました。練習のときから本番の日を心待ちにして

いた子どもたち。歌は毎日口ずさんで、十二支の順番を子ども同士で話したり、子どもたちの意欲が

感じられました。役決めは子どもたちと話してじゃんけんで決めることになり、一番人気だったのが

1 番に神様のところへ行ったネズミ。神様はセリフが多いので、手を挙げてくれる子がいなく…私が

「誰か神様になって欲しい」とお願いすると、頑張ってくれる子がいました。初めは、みんな恥ずか

しそうにしてセリフもなかなか言えなかったのですが、絵本をよく見ていたことで動物たちの前に

出る順番は初めから分かっている子が多かったです。練習を重ねるごとに、「すごいね」と褒めたり

間違ってもいいことを伝えたりすると、みんな自信を持って参加できるようになり成長を感じまし

た。本番の日、「緊張してる？」と聞くと「してない」と話す子が多く、にこにこ嬉しそうな表情。

保護者の方を目の前にして緊張する子もいましたが、何より楽しそうで子ども同士の関わりも多く

教え合う姿もたくさんあって、感心しました。後日、「おたのしみかい、たのしかった」と子どもた

ちの声に、保護者の方に見てもらえて本当に嬉しかったんだなと感じました。子どもたちとの思い出

がまた一つ増えて、私もとても嬉しく思います。みんな、頑張りました！ 

 

   おたのしみ会 

 

進級に合わせて、1 月から給食の時間が 15 分伸びて 12 時か

らになります。その為、午睡の時間も短くなります。自分ででき

ることが増え、いろいろなことに前向きに取り組んでいます。年

中である意識を持って、年下の子に優しく関わったり、友だち同

士教え合ったり、友だちにしてもらったことに感謝できるように

なりました。それに加えて、ダメなことはお互いに注意できるよ

うになってきています。お友だちに注意することは、勇気のいる

ことだとは思いますが、子どもたちなりに伝えていて、それも成

長だなと見守っています。それぞれの良いところやかっこいいと

ころを知って、子ども同士高め合っていけたらと思います。 

1 月 7 日から、お子さまの

個人面談を行います。園での

様子やお家での様子をお話し

したいと思いますので、お忙

しいと思いますが、よろしく

お願いいたします。 

いつもご協力ありがとうございます。 

ノートに保護者の方の体温が記入され

ていないことがありますので、記入をし

ていただくようにお願いいたします。 


